
令和４年度第１回狭山市スポーツ推進審議会会議録 

 

開催日時  令和４年６月２８日（火） 

１９時から２０時１０分まで 

開催場所  コミュニティセンター 集会室 

出 席 者  池森委員、木谷委員、髙瀬委員、新井委員、太田委員、大野委員、 

   星委員、宮坂委員、村川委員、梅村委員 

欠 席 者  なし 

事 務 局  滝嶋教育長、内藤生涯学習部長、奥冨スポーツ振興課長、伊吹主幹、藤本主査 

傍 聴 者  なし 

 

議 題  

（１）第３次狭山市教育振興基本計画 

令和３年度スポーツ関連事業報告について 

  第３次狭山市教育振興基本計画に基づいて行った、令和３年度の事業につい

て、実績報告書を基に説明をした。 

     

質  疑 

 委 員  「日常生活の中で手軽に取り組める身体運動の啓発」として、仙台市など

では階段の壁に、階段を使った場合のカロリー消費量を貼るなどしている様

子をテレビで観た。市役所でも職員や市民向けに、階段利用の啓発が可能な

のではないか。参考までに発言する。 

      また、提案であるが、障害者向けのスポーツ教室の実施では、新狭山公民

館で、行政提案型事業として「障がいのある方が教えるボッチャ教室」を実

施している。障害者も健常者も共に生きる社会、共生社会を目指し、大人も

子供も同様にコミュニティを作ることを目的に、健常者が障害者から元気を

もらうような、そのようなスポーツ教室を実施してほしい。 

      ボッチャは室内外でも競技可能である。道具が無くとも新聞紙を丸めたり

して、学校の教室の中でも遊ぶこともできる。狭山のスポーツとして、活気

づけてほしい。 

委 員  学校では総合的な学習として、福祉に関する授業がある。学びの中でボッ

チャ競技を取り入れるなどすることで、共生社会の意識を持つよう促せるか

もしれない。 

委 員  ボッチャ競技については、入曽公民館で講習会を実施した。その後、富士

見集会所や自治会でも要望があり、指導の対応をした。今年７月には公民館

で大会を予定しているようであり、ボッチャ競技が広まっていくと良い。 

委 員  ボッチャの道具は高額と聞くが、公民館などに置かれていると利用しやす

いのではないか。 

事務局  スポーツ振興課ではボッチャを４セット所有している。貸し出しにも対応



しているので、周知していく。 

委 員  ボッチャが脚光を浴びているが、ペタンクという競技が基となっている。

室内に限らず外でも使用でき、障害者も競技が可能である。レクリエーショ

ン協会でも指導協力が可能であるので、声掛けしていただきたい。 

委 員  「第３次狭山市教育振興基本計画」であるが、スポーツ教室・行事への参

加者数の令和元年度実績値が 19,874 人、令和７年度の目標値が 20,700 人。

公共スポーツ施設の利用者数、令和元年度実績値が 879,733人、令和７年度

目標値が 880,000人。目標値とすると低いのではないか。 

事務局  「第３次狭山市教育振興基本計画」の目標値の設定にあたっては、新型コ

ロナウイルス感染症がまん延している令和２年度中に設定しており、そうし

た中で、新型コロナウイルス感染症の終息が見通せない状況下であることか

ら、その影響も考慮して、より実現が可能と見込める目標値とした。 

委 員  スポーツ施設の充実では、施設のバリアフリーとユニバーサルデザイン化

の推進を図るとあるが、障害者が利用しやすい施設にはなっていない。車い

すで競技をしようとしても、「床を傷付ける」と施設に敬遠されてしまう。

車いすで競技をやりたいという人を把握しているわけではないが、やりたい

人がいても施設が使えないのでは計画として推進できない。 

     埼玉県が発行している「障害者スポーツ受入マニュアル」参考①には、現

在の競技用車いすは技術の進歩により、ほとんど床にタイヤ痕などが残らず、

転倒しても床が傷つきにくいように改良されている、とある。そのようなこ

とを認識して、指導者の確保や施設の配慮をして、障害者とスポーツを楽し

める環境を目指してほしい。 

委 員  車いすで使用できる施設や、障害者が参加できる競技など、施設毎に明記

されると良いのではないか。 

事務局  市民総合体育館では、現在、車いす使用者の個人利用がある。今後の車い

す競技での利用については、アリーナ床面保護ということを条件に、車いす

などの性能・素材を確認したうえで、利用が可能かどうかを研究していく。 

委 員  学校における体育活動として、小学校の業間運動が挙げられているが、現

在の猛暑で対策はしているのか。 

委 員  狭山市では新体力テストの向上を目指し、小中学校で強化項目として取り

組んでいる。運動を行う際には、暑さ対策を取り、熱中症指数が高いときに

は激しい運動を控えるなど対応している。新年度に行う体力テストでは、感

染症対策と併せ暑さ対策として、シャトルラン測定の実施時期をずらすなど、

健康面に配慮しながら各校で実施している。 

 

議 題  

（２）令和４年度社会体育関連事業計画について 

  令和４年度スポーツ教室・行事、レクリエーション協会事業等について資料

を基に説明をした。  



 

質  疑  特になし 

  

その他  狭山市立武道館見学 

 

 

会議資料 

   ・令和４年度第１回狭山市スポーツ推進審議会 次第 

   ・第３次狭山市教育振興基本計画 

令和３年度スポーツ関連事業実績報告 

   ・令和４年度社会体育関連事業計画 


